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当事業年度における業績の概要
　当連結会計年度における我が国経済は、脱コロナを原動力とする景気回復に息切れがあったものの、堅調な米国経済の影響や低金利に
よる円安から来るインバウンド需要の回復等が景気を下支えしました。また、コモディティ高騰の価格転嫁は鈍化しつつあるほか、賃上
げによる所得増加がもたらす消費マインドの向上により景気回復が見込めるものの、能登半島地震の影響による景況感の悪化もあり、依
然として先行きが不透明な状況が続いております。
　このような経済環境のなか、当社グループにおいては、すべての人の健康と安全を最優先に、短期的にはライドシェアの解禁、中長期
的にはモビリティのサービス化（MaaS）、AIの活用や自動運転分野の更なる発展による事業環境及び事業構造の大きな変化の流れに対応
していくため、2022年度を初年度とする3ヶ年中期経営計画「中期経営計画2024」の第2期目を着実に推し進めてまいりました。
　当連結会計年度の連結業績は、主要事業である旅客自動車運送事業においてタクシー部門における運賃値上げが寄与したことなどから売
上高は18,377百万円（前期比3.3％増）となりましたが、人件費の増加や採用活動に伴う宣伝広告費の発生、また、不動産事業において第2
四半期に発生した京都府京都市下京区の居住用賃貸収益物件の取得費用（主に建物に係る控除対象外消費税等を一括費用計上）及び連結子
会社が保有する貸付債権に貸倒引当金を計上したことなどから、営業損失466百万円（前期は営業利益80百万円）、経常損失440百万円（前
期は経常利益196百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失532百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純利益177百万円）となりました。
今後の経営方針
　社会経済活動の正常化は緩やかながら続くものと思われます。一方、物価高騰や人手不足に加え、ライドシェアの解禁など、当社グ
ループにとって新たな経営環境の変化も発生し、さらなる事業構造の転換も必要な時代になると考えられます。
　このような状況のもと、当社グループはWith/Afterコロナの社会における再成長に向け、3ヶ年の「中期経営計画2024」に基づき、
4つのテーマに取り組んでおります。

①安心・安全・おもてなしの更なる向上
②With/Afterコロナにおいても利益を出せる体質づくり
③新規ニーズの獲得と周辺事業の強化
④経営基盤の強化とサステナブルな社会・交通インフラづくりへの貢献

　お客様と従業員の安全を最優先に考えながら、今後の環境変化への対応に注力し、人・地域社会・モビリティの「新しい調和」をつく
る先進企業グループを目指してまいります。
　株主のみなさまには、一層のご支援を賜ります様にお願い申し上げます。

2024年6月吉日

　株主のみなさまにおかれましては、平素より温かいご支援を賜り、心より
御礼申し上げます。
　当社第117期株主通信をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。

より詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください。　 アドレスはこちら   https://www.daiwaj.com/ir.html

代表取締役社長 大塚 一基
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経常利益又は経常損失（△） 親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

連結財務ハイライト Financial Highlight

Top Message



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　当社ホームページでは、企業情報や財務情報をは
じめとして、便利なサービスなど、当社をよりご理
解いただける内容を掲載しております。IR活動にお
ける各種資料掲載、最新ニュースなど、様々な情報
をご提供しておりますのでぜひご覧ください。

コーポレートサイト

■会社概要（2024年3月31日現在） ■株式の状況（2024年3月31日現在）

商号 大和自動車交通株式会社

創業 1939年9月13日

設立 1945年1月1日

資本金 525,000,000円

主な事業内容 当社グループの主な事業内容は以下のとおりです。
①旅客自動車運送事業：ハイヤー事業、タクシー事業
②不動産事業：不動産売買・賃貸・仲介事業
③販売事業：燃料販売、資材販売、金属製品販売事業
④サービス・メンテナンス事業：清掃・メンテナンス事業

従業員数 2,506名（連結）

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主確定日 期末配当　3月31日

中間配当　9月30日
定 時 株 主 総 会 6月中
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告

公告掲載アドレス　https://www.daiwaj.com/
（ただし、電子公告によることが出来ない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

発行可能株式総数……………………………… 20,000,000株
発行済株式の総数………………………………… 5,250,000株
株主数…………………………………………………… 1,319名
大株主（上位10名）
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
新 倉 文 明 423千株 9.40％
東 都 自 動 車 株 式 会 社 379千株 8.43％
太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 375千株 8.33％
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 275千株 6.11％
吉 田 　 満 266千株 5.91％
宮 園 自 動 車 株 式 会 社 195千株 4.34％
大 和 自 動 車 交 通 社 員 持 株 会 150千株 3.35％
安 田 　 一 150千株 3.33％
新 　 倉 　 眞 由 美 140千株 3.12％
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 130千株 2.89％

（注）  持株比率は自己株式（747千株）を控除して計算しております。
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